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研究の概要と成果 

富士山は1707年の宝永噴火後、300年以上も噴火がないので、噴火の可能性が高まってい

ると指摘されている。本研究では、富士山の地下を監視する手法の確立を目指す。富士山

の地下にはマグマだまりがあり、液体のマグマが亀裂に入り込み、地殻を破る時に、規模

の小さい火山特有の地震(低周波地震)が起きる(図1)。マグマは噴火以外の時も動いてお

り、この地震は平時から起きている。平時と火山噴火直前の時との違いにいち早く気づく

ために、平時の低周波地震の活動を評価する事が目標となる。 

富士山周辺で多数の地震計が常時記録している地面の揺れのデータに低周波地震を検知

するマッチドフィルタ法を適用した。2000-2019年に低周波地震を約3,500回検知し、同年

に気象庁が観測した約2,500回より多く起きているという活動評価ができた(図2)。また、

平時からのデータが示す意味を地域住民へ説明するためにどのような公開サイトが有効か

を調べるための実験用サイトを開発し(図3,4)、本計画後の本格運用を目指す。ほぼ計画

どおり研究を実施し、おおむね目標は達成できた。 

本研究の予察的成果を国内外の学術会議で発表した(業績リストを参照, 図5)。また、本

研究に関する記事が静岡新聞に掲載されている(2021年10月13日)。 
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